
単語 意味付け 参考単語 各班 結果 表現の仕方 本委員会結果 検討経緯

北海道 ● ＜ワールド・アメリカ手話＞＋＜国際手話・指文字「H」「O」＞

東北 ◎ 左手で「Ｗ」そこに右手で「Ｈ」をつけ、「Ｏ」

関東 ◎ 「Ｗ」（両手を左右から寄せる）「Ｈ」「Ｏ」

北信越 ● 世界＋守＋組織

東海 ◎ ＷにＨをくっつけ、О

近畿 ア ＷＨОを指文字の形をアレンジ

中国 ● ＷＨО 指文字

四国 ア
左手/Ｗ/　に右手指文字/ム/を付けＨの文字を作り　次に/オ
/でОを示す

九州 ● 左手で「Ｗ」のままで右手でＨО

北海道 ● ＜帰国者＞＋＜接触＞＋＜相談＞＋＜センター＞

東北 ● 「コロナ」＋「相談」＋「センター」

関東 ●
「帰る」＋人差指立て前後に向い合せた両手を水平に動かす
（接触）＋「人々」＋「相談」＋「センター」

北信越 ● 飛行機(帰ってくる)＋感染＋相談＋センター

東海 ● 帰国＋者＋接触＋者＋相談＋センター

近畿 ● コロナ＋相談＋センター

中国 ● 着く＋会う＋疑い＋相談＋センター

四国 ●
/国/　+　/帰ってくる/　+　/人々/　+　/会う（指先を近づける）
接触の意味　+　/人々/　+　/相談/　+/センター/

九州 ● 飛行機＋者＋相談＋センター

北海道 △ 「両手人差指をつけ合わせる」＋＜飲む＞＋＜店＞

東北 ● 「飲む」＋「交流」＋「店」

関東 ◎ 右手を顔周辺でつまんだり開いたり+「飲む」+「店」

北信越 ● 隣(並んで)＋お酌＋店

東海 ◎ 酒を注ぐしぐさ＋接待

近畿 ● 瓶を注ぐ＋扱う＋店

中国 ● 接待＋飲み＋店

四国 ア● 両人差し指を近づける（接近している様子）　+　/飲食
/　+　/店/

九州 ● 飲む＋注ぐしぐさ＋店

北海道 △ ＜右手2指の輪を上から引く＞＋＜続く＞＋＜皆へ支払う＞＋
「金」

東北 ● 「続く」＋「支援」＋「お金」

関東 ◎ やや曲げた右手２指をゆっくり前へ+「目的」「給付」

北信越 ◎ 続く＋給付＋お金

東海 ● 会社＋続く＋給付金

近畿 ● 続ける＋給付

中国 ● 潰れないように支援＋支払い

四国 ● /そのまま/　＋　/ために/　＋　/給付金/

九州 ● 会社＋継続＋助ける＋お金

北海道 ● ＜医療＞＋＜両手人差指を立てる＞＋＜者＞

東北 ● 「医療」＋「関係」（回す）＋「人々」

関東 ● 「医療」+「いろいろ」+「仕事」+「人々」

北信越 ● 病院＋働く＋人々

東海 ● 医療＋仕事＋者

近畿 ● 医療＋働く＋人

中国 ● 医療＋関係＋色々

四国 ● /医療/　+　/仕事/　+　/人々/

九州 ア 医療＋関係＋者

北海道 ● ＜コロナ＞＋＜病気＞＋＜ベット＞

東北 ○ 「コロナ」＋「入院」

関東 ◎ 「コロナ」＋「入院」(右手２指を２回左掌に付ける)

北信越 ● コロナ＋入院

東海 ● コロナ＋病気＋床

近畿 〇 コロナ＋ベッド

中国 ● コロナ ＋入院

四国 ● /コロナ/　＋　/ベット/を繰り返す

九州 ア 感染者＋ベッド

北海道 ● ＜医療＞＋＜崩壊(壊す）＞

東北 保 「医療」＋「ダメになる」

関東 ● 「医療」＋「行き止まり」（右手2回当てる）＋両手を上向きで開く

北信越 ● 医＋崩れる(割れる)

東海 ● 医療＋壊れる

近畿 △ 医療＋パア（ラベル追加）

中国 ● 医療＋倒産

四国 △● /医療/　＋　/つぶれる/

九州 ア 医療＋介護＋出来ない

北海道 〇 ＜感染＞＋＜行く＞＋＜どこ（何）＞

東北 ● 「感染（受ける）」＋「経過」

関東 ◎ 「感染」+「経過」＋人差指で「起こる」

北信越 ● 感染＋次々(移る＋移る＋移る)

東海 ● 感染＋経過

近畿 〇 感染＋どうして（得意の同じ形の手を鼻から離す）

中国 ● 感染＋原因

四国 ●ア /感染した/　＋　右人差し指でたどる仕草（地図のアレ
ンジ）

九州 ● 感染（うつる）＋経過

3
接待を伴う飲食店

（バー・キャバ

レー）

「接待」とは飲食店の接客従事者等に
よるものを意味するものであること
（注）。したがって、「企業による取引先
等の接待」はこれに該当しないもので
あること。　　 （内閣官房事務連絡より）

接待とは、「歓楽的雰囲気を醸し出す
方法により客をもてなすこと」をいう。こ
の意味は、営業者、従業者等との会話
やサービス等慰安や歓楽を期待して来
店する客に対し、その気持ちに応える
ため営業者側の積極的な行為として相
手を特定して３の各号に掲げるような
興趣を添える会話やサービス等を行う
ことをいう。言い換えれば、特定の客又
は客のグループに対して単なる飲食行
為に通常伴う役務の提供を超える程度
の会話やサービス行為等を行うこと。
（風俗営業法　警視庁局長通達より）

4 持続化給付金

感染症拡大により、営業自粛等により
特に大きな影響を受ける事業者に対し
て、事業の継続を支え、再起の糧とし
ていただくため、事業全般に広く使える
給付金。
対象は資本金10億円以上の大企業を
除く、中堅・中小企業、小規模事業者、
フリーランスを含む個人事業者。また、
医療法人、農業法人、NPO法人など、
会社以外の法人についても幅広く対象
となります。
　　　（持続化給付金HPより)

8 感染
カンセン

経路
ケイロ

感染症の病原体が人体に侵入する経路。
大きく経口感染・経気道感染・接触感染に
分けられる。伝染経路。　　（広辞苑より）
※「経路」･･･通過する道すじ。また、たど
るべき手順、筋道。
　（広辞苑より）

「コロナ関連」では、「飛沫感染（食事会な
どマスクをしないで近距離で会話）」 と 
「接触感染（感染者の手についたウイルス
がドアノブや手すりなどを介して非感染者
の手について伝播する）」が主な感染経路
と考えられています。（国立がん研究セン
ター東病院ＨＰより抜粋）

1 世界保健機関
（WHO）

世界保健機関（World Health 
Organization：WHO）は1948年4月7
日に、すべての人々の健康を増進
し保護するため互いに他の国々と
協力する目的で設立されました。
WHO本部があるのはスイスのジュ
ネーブで、194の国と地域が加盟し
ています。　　　(WHO HPより)

ローマ字「WHO」の
表現を検討してくだ
さい。

2 帰国者接触者相

談センター

新型コロナウイルスへの感染が疑
われる方に、診療体制等の整った
医療機関を適切・確実に受診して
いただくため、帰国者・接触者相談
センター及び帰国者・接触者外来を
設置している。
　受診調整を行うため、感染を疑う
方には事前に帰国者・接触者相談
センターに電話連絡をしていただ
き、連絡を受けた同センターは、新
型コロナウイルスの感染の可能性
を確認しつつ、帰国者・接触者外来
につなげています。　　　（厚労省HP
より)

7 医療
イリョウ

崩壊
ホウカイ

医療従事者の不足、災害や感染症による急
激な患者の増加、社会保障制度の変更など
により、安定した医療サービスの供給ができ
なくなること。
　（goo国語辞書より）

「崩壊」･･･建築物や組織などが、くずれこわ
れること。
　（広辞苑より）

感染症などの社会的な拡大によって罹患者
が急増することで、医療従事者や医療器具
の不足、病院などの医療機関で受け入れら
れる患者数の制限、重症者への不十分な治
療など、医療サービスの提供が困難な状態
になること。アウトブレイクによって病院など
の医療機関が封鎖されたり、医療従事者が
大量に隔離されたりすることで、さらに危機
的な状況となる。
　　（Voista Media：新型コロナウイルス用語
集より）

5 医療
イリョウ

従事者
ジュウジシャ

「従事」･･･仕事に従うこと。仕事にたず
さわること。
　（広辞苑より）

医師、薬剤師、保健師、助産師、看護
師、理学療法士、作業療法士、言語聴
覚士、義肢装具士、診療放射線技
師、・就業あん摩マッサージ指圧師、就
業はり師、就業きゅう師、救急救命士な
ど。　　　（厚労省HPより)

6 コロナ病床
ビョウショウ

「病床」･･･病人のねどこ　　（広辞苑よ
り）
「コロナ病床」…コロナ感染者が入院す
る病床

●
組み合わせ

９班の案を見ると、＜会社＞＋＜続く＞＋＜給付金＞の班があるが給
付対象は会社だけではない。
四国班は「そのまま（相変わらず）」を使っているが、今ある手話、
＜続く＞にするか。

⇒＜続く＞＋＜ため＞＋＜給付金＞
※四国班の案を参考

＜医・医療＞
保存手話

●
組み合わせ

「医療従事者」は、（雇用や契約の有無に捉われず）医療現場で働い
ている人たちの総称。
９班の案を見ると、「従事者」の表現が「働く人」と「関係者」に分
かれるが、「働く人」の方が意味に合う。
あわせて、「医療扶助」「医療法人」などで使われる「医療」は、単
独使用する場合があるので、単独ラベルを。

＜医・医療＞
⇒左手首を右手の親指と4指の指先ではさむ

＜医療従事者＞
⇒＜医・医療＞＋＜職業・働く＞＋＜～人・～者＞
※北信越班・東海班・近畿班・四国班の案を参考

＜病床＞
組み合わせ

＜コロナ病床＞
●

組み合わせ

まずは「病床」の表現をどうするか検討。
９班の案を見ると、＜入院＞や＜病気＞＋＜ベッド＞が多い。意味と
しては「入院」ではなく、病人の寝床のこと。
「病床」の表現はたくさんの人が収容されることから、複数（３回）
表すか、1回にするかで意見が分かれたが、多数決で１回にし、手の
位置は入院の意味も込めて。
＜病床＞
⇒＜病・症＞＋左手掌に右手2指の背をのせる（＜入院（学Ⅰ－
255）＞の始点）

＜コロナ病床＞は、コロナ感染者が入院する病床のこと。＜病床＞の
表現を使うか検討。
⇒＜コロナ＞＋＜ベッド＞
※関東班・近畿班・四国班の案を参考

●
組み合わせ

＜ＷＨＯ(世界保
健機関)Ａ＞

アレンジとの組み
合わせ

＜ＷＨＯ(世界保
健機関)Ｂ＞
組み合わせ

「世界保健機関（WHO）は、今ある手話の組み合わせで。

＜世界保健機関（WHO）＞
⇒＜世界＞＋＜保健＞＋＜機関＞

あわせて「ＷＨＯ（世界保健機関）Ａ・Ｂ」も検討。
国際的に通じる表現も必要。

＜ＷＨＯ（世界保健機関）Ａ＞
⇒左手で国際手話の指文字＜Ｗ＞の人差指に右手2指の人差指の先
をつけて「ＷＨ」を作り、残した左手の横に右手のアルファベット
「О」を示す
※東北班・東海班・中国班・四国班・九州班の案を採用

＜ＷＨＯ（世界保健機関）Ｂ＞
⇒国際手話の指文字＜Ｗ＞＋＜Ｈ＞＋＜О＞

＜帰国＞
合成

＜接触＞
ラベル追加

＜帰国者＞
組み合わせ

＜センターＢ＞
アレンジ

●
組み合わせ

まずは、「帰国」「接触」の手話をどうするか検討。
「帰国」は左手を＜日本＞にするか＜国＞にするかの意見がでたが、
単語の背景を考慮して(センターの設置は日本)＜日本＞が採用され
た。
「帰国」
⇒2指を広げた左手（日本）の中に向けて＜帰るＢ＞の逆の動作
（帰ってくる）　

「接触」はコロナの場合、必ずしも人に触れるだけとは限らないとの
意見もあったが、既に確定されているものを採用。
＜接触＞
⇒＜ふれあい＞と同じ

あわせて「帰国者」「接触者」も単独使用することもあるので検討。
＜帰国者＞
⇒＜帰国＞＋＜～人・～者＞
＜接触者＞
⇒＜ふれあい・接触＞＋＜～人・～者＞

「センターＢ」として、定着している表現を確定。
⇒指文字＜セ＞を右に引いて下ろす

９班の案を見ると、＜コロナ＞＋＜相談＞＋＜センター＞の班がある
が、施設名なのでそのままの組み合わせに。
⇒＜帰国者＞＋＜接触者＞＋＜相談＞＋＜センターＢ＞

＜伴う・付ける＞
ラベル追加

＜飲食＞
合成

＜飲食店＞
組み合わせ

●
組み合わせ

９班の案を見ると、客にお酒を注ぐ動作が多いが、＜接待＞は標準手
話がある。（わ７－95）

あわせて「伴う」「飲食」「飲食店」も単独使用することがあるので
検討。９班の案を見ると「店」の表現が異なる。＜店＞は商品が並ん
でいるイメージの表現。＜商業（商売）・営業Ｂ＞の方が意味に合
う。
＜伴う・付ける＞
⇒＜加える＞と同じ

＜飲む＞はおちょこ（お酒）を飲む表現も出されたが、飲食店では必
ずしもお酒を飲むとは限らないことから、コップの表現となった。
簡潔にするため、＜飲食＞は両手で同時に（＜コップ＞を残したまま
＜食べる＞を）表現することに。
＜飲食＞
⇒左手＜飲む（コップで）＞の横で右手＜食べる＞

＜飲食店＞
⇒＜飲食＞＋＜商業（商売）・営業Ｂ・店Ｂ＞

＜接待を伴う飲食店（バー・キャバレー）＞
⇒＜接待＞＋＜加える・伴う・付ける＞＋＜飲食店＞

●
組み合わせ

「医療崩壊」とは、医療従事者の不足、災害や感染症による急激な患
者の増加、社会保障制度の変更などにより、安定した医療サービスの
供給ができなくなること。
９班の案を見ると、「医療」＋「崩壊（壊す」や「医療」＋「倒産」
などの表現があるが、本来の意味とは異なる。近畿班の「パア」には
「どうにもならない」といった意味があるので、それを使ってはどう
か。

⇒＜医・医療＞＋上に向けてすぼめた両手をぱっと開く
※近畿班の案を採用

＜経路＞
アレンジ

●
組み合わせ

まずは、「経路」の表現をどうするかを検討。
＜経路＞
⇒＜地図＞の右手人差指で波線を描いて斜め上前に出す

＜感染経路＞
⇒＜感染＞＋＜経路＞
※北海道班・四国班の案を参考

【検討単語の確定について】2020年度 第２回本委員会　【結果の記入方法】創作手話…◎　合成手話…○　組み合わせ…●　アレンジ…ア　保存手話…保　ラベル追加…△　検討不可…☓



北海道 〇 「右手人差し指で前へ曲がりながら出す」＋＜不明＞

東北 ● 「経過」＋「不明」

関東 ◎ 「経過」+「不明」（左掌を右手人差指で叩く）

北信越 ● 移る＋移る＋移る＋わからない(クエスチョンマーク)

東海 ● 経過＋不明

近畿 〇 感染経路＋なぞ

中国 ● 原因＋不明

四国 ア● 左人差し指を立て　右人差し指でたどる仕草（地図のアレンジ）　
+　/曖昧/

九州 ● 感染（うつる）＋経過＋分からない（表情）

北海道 ● ＜両手を前後に向い合せる＞＋＜感染＞

東北 ● 「会う」＋「感染」

関東 ◎ 人差指立て前後に向い合せた両手を水平に動かす（接
触）+「感染」

北信越 ● ぴったり寄り添う様子＋感染

東海 ● 接触＋感染

近畿 ● タッチ＋感染

中国 ● 付き合い＋移る

四国 ア● 両人差し指指先を接触させる　＋　/感染させる/

九州 ア 触る（左手校に右掌重ねる）＋感染（受ける）

北海道 ● ＜両手を口元から前へ出し、広がる＞＋＜感染＞

東北 ◎ 両掌で自分に向かい落ちる様子＋「感染」

関東 ◎ 唾が飛ぶ（口から両手を広げながら前へ）+「感染」

北信越 ● 口から唾が飛ぶ様子＋感染

東海 ● 話しかけられる＋感染

近畿 ア 口から広げる＋感染

中国 ● 唾＋移す

四国 ● 両手で口から飛沫が飛ぶ様子　+　/感染させる/

九州 ● 流行る（口元から）＋感染（自分から相手のほうへ）

北海道 〇 「左手を置き、右手(ウイルス）の動く」＋＜期間＞

東北 ● 「隠れる」＋「期間」

関東 ◎ 胸の前で右手を左手で隠す+「間」

北信越 ● 体内＋入っている(潜んでいる)＋期間

東海 ア 左手を水平に、右手でウイルス

近畿 ア 潜伏＋保存＋期間

中国 ● 潜伏＋期間

四国 ● 左掌の下に右掌を隠すようにおく　+　/間/

九州 ア ウイルス（顕微鏡）＋内＋間

北海道 ● ＜両手を前後に向い合せる＞＋＜強い＞＋＜者＞

東北 ◎ 左人差し指を立て、そこに右全指がより近づく

関東 ◎ 人差指立て前後に向い合せた両手を水平に強めに動かす（接
触）＋「人々」

北信越 ● 会う＋会う＋会う＋人々

東海 ● 濃い＋接触＋者

近畿 ア 会う（回す）＋人々

中国 ● 付き合い＋濃い＋人

四国 ● 両人差し指を接触させ（接触）　手首を回転させる

九州 ア 会う（手をくっつけて交互に動かす）＋者

北海道 〇 ＜陰性(マイナス）＞＋＜間違い＞＋＜陽性(＋)＞

東北 ● 「感染」＋「疑問」

関東 ◎ 「偽る」＋「陽性」

北信越 ● だます＋プラス

東海 ● 間違う＋陽性

近畿 ア 陽性（＋）＋間違いと指さす

中国 ● 嘘＋陽性(＋)

四国 ◎ /陽性/を表現し、立てた人差し指を外す

九州 プラス＋間違い

北海道 ● ＜突然＞＋＜変わる＞

東北 ● 「突然」＋「変化」

関東 ◎ 「突然」+両手2指の指先を合わせ左手をひねる

北信越 ● 突然＋変化(五本指)

東海 ● 突然＋ⅮＮＡ

近畿 ア 遺伝子＋変わる

中国 ● 突然＋変わる

四国 ● /突然/　+　両手で/違う/（異常のアレンジ）

九州 ● 遺伝子＋突然＋変化

北海道 ● ＜基礎＞＋＜病気＞

東北 ● 「基礎」＋「病気」

関東 ● 「基礎」→そのまま左手拳を額に付ける

北信越 ● 基礎＋身についている＋病気

東海 ● 基礎＋病気

近畿 ● 病気＋持つ

中国 ● 基礎＋病気

四国 ● /基礎/　＋　/病気/

九州 ● 基礎＋病気

11 飛沫
ヒマツ

感染
カンセン

唾液や喀痰（かくたん）の飛沫などによ
る病気の伝染。（広辞苑）
※飛沫感染の飛沫とは日本では、直径
5μm以上の大きさのものと定義され、
１～２ｍに落下、エアロゾルは、空気中
に浮遊する、直径が0.001μmから100
μmの粒子（日本エアロゾル学会）のた
めしばらく漂う。空気感染は漂い続ける
ため原理が異なる。
　　　（株式会社 WORKERS DOCTORS 
HPより）

「接触感染」と「飛沫
感染」の区別がわ
かるよう検討してく
ださい。

12 潜伏期
センプクキ

間
カン

病原体が身体のどこかに潜伏して、ま
だ症状を呈するに至らない期間。一般
に、ある原因・刺激が作用してから反
応が現れるまでの時間。　　　　（広辞
苑より）

潜伏期とも。ウイルスや細菌（病原体）
に感染してから発症するまでの期間の
こと。通常の季節性インフルエンザは1
〜3日、風疹は14日、結核は4〜8週間
とされる。新型コロナウイルスは最大14
日程度と考えられている。
（Voista Media：新型コロナウイルス用
語集より）

9 経路
ケイロ

不明
フメイ

「新型コロナウイルス」などの感染経路
がはっきりしないこと。
特に緊急事態宣言解除後、若い人たち
の経路不明者が増加しており、接待を
伴う飲食店従業員ら「夜の街」など市中
感染が懸念されている。

「不明」については
地域により表現が
かなり異なると思い
ます。紹介してくだ
さい。

10 接触
セッショク

感染
カンセン

病原体をもつ人や動物などに直接・間
接に接触することによって起こる感染。
性感染症や蚊・ノミ・シラミなどが媒介
する感染症がその例。　　　　（広辞苑
より）

感染症の感染経路のひとつ。皮膚や粘
膜の直接的な接触や、医療従事者の
手や医療器具、手すりやタオルなどの
ような物体の表面を介した間接的な接
触により、ウイルスや細菌（病原体）が
付着することによって生じる感染経路
のこと。
（Voista Media：新型コロナウイルス用
語集より）

「接触感染」と「飛沫
感染」の区別がわ
かるよう検討してく
ださい。

15 突然
トツゼン

変異
ヘンイ

(mutation)親と明らかに異なった形質が、突
然、子孫や枝葉に出現、または親の形質が
消失し、それが遺伝する現象。遺伝子の変
化に起因する。広義には染色体の変化によ
るものも含める。　　（広辞苑より）
「変異」･･･生物、特に同種の生物の各個体
の形質が互いに少しずつ異なっていること。
（広辞苑より）

※新型コロナウイルスは、突然変異を繰り返
し、病毒性や複製能力を変化させているとい
う説がある（ウイルスのRNAは一本鎖であ
り、二本鎖のDNAと比べて突然変異が起こり
やすいとされる）。
イギリスのケンブリッジ大学の研究チームが
2020年4月9日に発表した論文によれば、新
型コロナウイルスはABCの3パターンに大別
され、中国のコウモリが保有宿主（感染源動
物）とみられるAは中国や日本、アメリカ、
オーストラリア、Aから変異したBは武漢市を
中心とした中国や近隣諸国、Bから変異した
Cはイタリア、フランス、イギリスなどヨーロッ
パで感染が広がったとされる。　（Voista 
Media：新型コロナウイルス用語集より）

16 基礎
キソ

疾患
シッカン

「基礎」･･･それを前提として事物全体
が成り立つような、もとい。
「疾患」･･･やまい。病気。　　　（広辞苑
より）

13 濃厚
ノウコウ

接触者
セッショクシャ

・新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
感染者と接触した日のはじまりを「発病し
た日」から「発病した日の2日前」に
・濃厚接触と判断する目安を「2メートル以
内の接触」から「1メートル以内かつ15分
以上の接触」
（国立感染症研究所HPより）
「濃厚」･･･その可能性が強く感じられるこ
と。
「接触」･･･近づきふれること。さわること。

新型コロナウイルスの感染者と同居や長
時間の接触を行うこと。たとえば、家族な
どで同一空間での生活はもとより、長時
間の会食や身体的な接触などが該当す
る。（医療従事者や汚染物物質の接触者
なども含まれる）　
（Voista Media：新型コロナウイルス用語
集より）

14 偽
ギ

陽性
ヨウセイ

ある疾患で陽性を示す検査が、その疾
患にかかっていない人でも陽性を示す
こと。
　　（大辞林より）

医学の検査などで、本来は陰性である
のに、誤って陽性と判定されるもの。→
偽陰性
　　（goo辞書より）

「陽性」「陰性」の手
話単語があること
に留意してくださ
い。

＜接触＞
ラベル追加

●
組み合わせ

まずは、「接触」の表現をどうするかを検討。今ある手話を使いた
い。
９班の案を見ると「タッチ」「会う」「付き合い」などが見られる。
「濃厚接触者」でも使うので、どちらでも使える表現で。

＜接触＞
⇒＜ふれあい＞と同じ

＜接触感染＞
⇒＜ふれあい・接触＞＋＜感染＞
※近畿班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、ほどんどが同じような表現だが向きがバラバラ。
能動か受動かは、状況に合わせて向きを使い分ければよい。

⇒口元から両手指をバラバラしながら前に広げ＋＜感染＞（うつ
す）
※四国班・九州班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、説明になっている表現案が見られるが、「潜伏」
は標準手話がある。(新しい手話2014－77）

⇒＜潜伏＞＋＜間Ａ・期間＞

●
組み合わせ

「経路」の表現は検討したので、「不明」をどうするかを検討。
９班の案を見ると、「不明（不可解）」（わ７ー164）があるが、
ちょっと意味に合わない。「？」や「曖昧」などもあるが、九州班の
＜分からない＞が意味に合うのではないか。

⇒＜経路＞＋＜分からない＞
※九州班の案を参考

●
組み合わせ

９班の案を見ると、＜基礎＞と＜基本＞の表現があいまいだが、ほと
んどが＜基礎＞＋＜病気・疾病・疾患＞。
＜基礎＞の手話はあるので、それを使うことに。

⇒＜基礎＞＋＜病気・疾病・疾患＞
※北海道班、四国班の案を採用

●
組み合わせ

「濃厚接触者」の「濃厚」は、可能性が強く感じられる意味。今ある
手話を使いたい。＜濃いＡ＞（わ5－202）はどうか？

⇒＜ふれあい・接触＞＋＜濃いＡ＞＋＜～人・～者＞
※北海道班の案を参考

＜疑陽性＞
組み合わせ

＜偽陽性＞
●

組み合わせ

「疑陽性」「偽陽性」がある。「疑う」は陽性の可能性があることか
ら、偽陽性の場合ははっきりと誤りであることを示す必要がるとの意
見から、どちらも検討が必要。
今ある手話を使いたい。

＜疑陽性＞
⇒＜疑う＞＜＋・陽性＞

＜偽陽性＞
⇒＜嘘＞＋＜＋・陽性＞
※中国班の案を採用

＜変異＞
ラベル追加

●
組み合わせ

「突然」の表現はあるので、「変異」をどうするか検討。
今ある手話を使いたい。

「変異」
⇒＜動く（世の中）＞と同じ

「突然変異」
⇒＜突然＞＋＜動く（世の中）・変わるＢ＞
※北海道班・東北班・北信越班・中国班



北海道 ● ＜病気＞＋＜広がる(たくさん）＞＋＜検査＞

東北 ● 「病気」＋「いろいろ」＋「調べる」

関東 ◎ 「病気」＋「すべて」＋「調べる」

北信越 ● 免疫学＋調査

東海 ● 病気＋学問＋調査

近畿 ● 集団＋病気＋調査

中国 ● 病気＋色々＋調べる

四国 ● （/積極的/）　＋　/病気/　＋　/学問/　＋　/調べる/

九州 ア 質問（左手に親指）＋調査

北海道 〇 ＜病気＞＋＜陰性(－）陽性(＋）＞＋＜検査＞

東北 ◎ 「Ｐ」「Ｃ」「Ｒ」をまとめて表す＋「調べる」

関東 ◎ 左手「Ｃ」に、右手「Ｐ」の中指を差し込み、「Ｒ」に
して抜き出す＋「調べる」

北信越 ● ウイルス＋検査

東海 ● 指でＰ＋Ｃ＋Ｒ＋検査

近畿 ● ＰＣＲの指文字を組み合わせ＋検査

中国 ● ＰＣＲ指文字＋検査

四国 ◎ 左人差し指に　右手親指と/Ｒ/を作り　当てる　＋　右手手首を
ひねり/Ｒ/を正面に見せる

九州 ● 指一本立てて（非利き手）でＰＣＲ書く＋検査

北海道 〇 「開いた左手５指を上下する」＋＜撮る＞

東北 ◎ 身体に中央で「体温＋「映像」」

関東 ◎ 右手の「ビデオカメラ」はそのまま。左手は「赤」→開
いてカメラの前で左右に動かす

北信越 ● 温度＋スキャン＋画面

東海 ● 熱＋映像

近畿 ◎ 温度の様子＋画面

中国 ● 熱＋人＋カメラセンサー

四国 ● /熱/　＋　顔の前で両手をひらひらさせながら下へ

九州 ア 温度＋検査＋枠（上から四角を作る）

北海道 ● ＜公衆（2008）＞＋＜衛生（辞典Ⅱ）＞

東北 ● 「公衆」＋「衛生」

関東 ◎ 「みんな」+「衛生・清潔」

北信越 ● 公＋衛生

東海 ● 公衆＋清潔

近畿 ● 公＋衛生

中国 ● 公＋衛生

四国 ● /公衆/　＋　/衛生/

九州 ア 社会＋守る＋衛生

北海道 〇 ＜アルコール＞＋＜品＞

東北 ○ ポンプを押すしぐさ＋両手で洗うしぐさ

関東 ◎ 「細菌」（左掌に右人差指を2回つける）＋「きれい」
＋「薬」

北信越 ● 汚い＋シュッシュ(消毒液を掛けるしぐさ)

東海 ● 清潔＋液

近畿 ◎ アルコールあり：指文字「ア」で押す様子、アルコール
なし：てのひらで押す様子

中国 ● 消毒＋薬

四国 ●◎ （/アルコール）/消毒/）　＋　ボトルを振って液体を
出す様子

九州 ア 容器のしぐさ＋洗う

北海道 ● ＜透明＞＋＜マスク＞

東北 ○ 「透明」＋両手でマスクを型どる

関東 ● 「透明」＋マスクをつけるしぐさ

北信越 ● 透明＋マスク

東海 ◎ 透明＋右手を顔下で覆う

近畿 ア 透明＋マスクをつける様子

中国 ● 透明＋マスク

四国 ●保 /透明/　＋　口元にマスクの形を当てる

九州 ◎ マスク（形に注意）＋透明

北海道 ◎ 左手で額にあて、右手を額から下ろす

東北 ○ 「透明」＋両手で顔の上から下す

関東 ◎ 少し指先を曲げた右手を顔に前で上から下へ動かす

北信越 ● 透明＋フェイスシールド

東海 ◎ 右手で顔を上下に下ろす

近畿 ◎ フェイスシールドを被る様子

中国 ○ 顔フェイス

四国 ◎ 顔を覆う様子

九州 ◎ 壁（顔に近づける）

北海道 ● ＜咳（新Ⅳ60頁）＞＋＜エチケット＞

東北 ● 「咳」＋「エチケット」

関東 ◎ 左手拳で咳。小指側を右掌でふさぐ。＋「マナー」

北信越 ● 肘で鼻を覆う＋マナー

東海 ● 咳＋マナー

近畿 ● せき＋エチケット（マナー）

中国 ● 隠す＋エチケット

四国 ● /咳/　＋　/エチケット/

九州 ● 咳＋マナー

９班の案を見ると、マスクの形・マスクの表現は若干異なるが、ほと
んどは＜透明＞＋＜マスク＞。
＜マスク＞の手話はあるので組み合わせで。
（＜透明＞は、指先をかすめて通過させる）

⇒＜透明＞＋＜マスク＞
※北海道班の案を採用

◎
創作手話

「フェイスシールド」には、工場で火の粉をよけるようなものもある
ことから透明とは限らないとの意見も。
９班の案を見ると、２動作の班があるが一発で表せる表現にしたい。

⇒親指を4指を湾曲させた右手で顔を覆うように下ろす
※関東班・北信越班・東海班・中国班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、肘で鼻を覆うしぐさなどがあるが、それは「咳エ
チケット」の方法なので、今ある手話の組み合わせで。

⇒＜咳＞＋＜常識・モラル・マナー・エチケット・道徳＞
※北海道班・関東班・東海班・近畿班の案を参考

●
組み合わせ

９班の案を見ると、体温が上がるような表現が見られる。コロナ関連
では体温を瞬時に関知し画面に表すイメージがあるが、実際には体温
だけではない。

⇒＜気温＞＋＜画像＞
※東北班、東海班、近畿班、九州班の案を参考

●
組み合わせ

９班の案を見ると、＜公衆＞の表現にばらつきがある。
『新しい手話2008』掲載は『学習辞典Ⅱ』94Ｐの表現に統一されてい
る。（＜公（おおやけ）＞と＜人々＞の合成）

⇒＜公衆＞＋＜衛生＞

※北海道班・四国班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、消毒液を手のひらにつける動作などが見られる
が、今ある手話を使いたい。

⇒＜消毒＞＋＜液＞
※東海班案を参考

19 サーモグラフィ

赤外線センサーを用いて物体の表面
温度分布を計測し、画像化する装置。
また、その画像。医療では体表面温度
分布を測定し、悪性腫瘍などの診断材
料とする。　　　（広辞苑より）
サーモ（thermo）・・・熱
グラフィー（graphy）･･･画風・書法・記録
法

「コロナ関連」…入場者の体温を瞬時
に検知できるため、学校や空港、イベ
ント会場入り口などへのサーモグラフィ
カメラの設置がすすめられている。

「カメラ」の表現にこ
だわらないでくださ
い。

20 公衆
コウシュウ

衛生

国民の健康を保持・増進させるため、
公私の保健機関や地域・職域組織に
よって営まれる組織的な衛生活動。母
子保健・伝染病予防・成人病対策・精
神衛生・食品衛生・住居衛生・上下水
道・屎尿しにょう塵芥処理・公害対策・
労働衛生など。
「公衆」･･･特定の個人に限定されない
社会一般の人々。
「衛生」･･･健康の保全・増進をはかり、
疾病の予防・治療につとめること。　　　
（広辞苑より）

17 （積極
セッキョク

的
テキ

）疫学
エキガク

調
チョウ

査
サ

集団を対象として、病気の頻度、その分布に
影響する因子を統計学的に研究する学問の
こと。（難病情報センター）
「疫学｣･･･(epidemiology)疾病・事故・健康状
態について、地域・職域などの多数集団を対
象とし、その原因や発生条件を統計的に明ら
かにする学問。疫病の流行様態を研究する
学問。　　　（広辞苑より）

病気の発生原因・対策を推論するために、疾
病を集団として調査する方法。疫学調査は、
患者発見のために各種検査を利用すること
による調査で、この調査によって病気あるい
は症例と、考えられる原因との間の因果関
係を明らかにし、治療の方法の確率に役立
てる方法である。疫学調査では、その症例を
発見して治療することが直接の目的ではな
く、その疾患についての有病性、発生年、さ
らにいくつかの関連要因の推移について調
査することを目的とするものである。放射線
被ばく影響調査にもこの手法が応用される。
（日本原子力研究開発機構HPより）

18 ＰＣＲ検査

Polymerase Chain Reaction（ポリメラー
ゼ連鎖反応）法（PCR法）という、遺伝
子を増幅する方法を使い、ウイルスの
遺伝子を増殖して検出しています。
ちなみにPCR法は、今や遺伝子研究に
なくてはならない技術で、この方法を発
見したカリー・マリスは1993年にノーベ
ル化学賞を受賞しました。
（大阪大学微生物学研究所HPより）
（※遺伝子は鼻の粘液や唾液等から検
出する）

鼻の中に差し込む
方法が知られてい
ますが、方法はこ
れから変わりうるこ
とを考慮ください。

23 フェイスシールド
（フェイスガード）

シールド(shield)･･･盾(たて)、盾形のト
ロフィー、優勝盾、(盾形の)警官のバッ
ジ、盾形、保護物、防御物、(機械など
の)外装、シールド、(原子炉を包む)遮
蔽(しやへい)物。(Weblio辞書より)

「コロナ関連」…新しい生活様式に合わ
せた接客時の新ルール。マスクでカ
バーできる口や鼻だけでなく、目の粘
膜も防御することが大切と言われてい
ます。顔全体を覆えるフェイスシールド
は接客時の飛沫防御に最適です。
　　　（商品紹介欄より抜粋）

24 咳
セキ

エチケット

インフルエンザをはじめとして、咳やく
しゃみの飛沫により感染する感染症は
数多くあります。 「咳エチケット」は、こ
れらの感染症を他人に感染させないた
めに、個人が咳・くしゃみをする際に、
マスクやティッシュ・ハンカチ、袖を使っ
て、口や鼻をおさえることです。　　（厚
労省HPより）

※特に電車などの公共交通機関の中、
職場や学校など人が集まるところで実
践することが重要とされる。

21 （アルコール）消
ショウ

毒
ドク

液
エキ

殺菌消毒を行うために用いられる液状
の薬品。エタノールやヨードチンキなど
がある。
　（実用日本語表現辞典）

22 透明
トウメイ

マスク

マウスシールド。すでにWHOもマスクに
感染を広げない効果があることを認
め、マスク着用が世界的に推奨されて
いる。ドイツでは、マスク着用によって
新型コロナ感染症の感染増加率が約
40％減少したという。
口元をおおうことで主に着用者からの
飛沫を排出させないことを目的にし、飲
食などの接客業の従事者が自らの飛
沫を商品や顧客に浴びせさせないため
に着用することが多い。　　　
（YAHOO！ニュースより抜粋）

※手話関係者でも利用すす人を見か
けるが、手術用などの場合、口元から
顎までしっかりガードするタイプのもの
もある。

●
組み合わせ

●
組み合わせ

「疫学」とは、疫病の流行様態（原因・発生条件など）を研究する学
問のこと。＜病気＞＋＜広がる＞だけでは、意味としては足りない。
なぜ、その疫病が広まったのか？の表現も必要ではないか。

⇒＜病気＞＋＜起源・火種・動機＞＋＜普及・広がる＞＋＜調べ
る・調査＞
※北海道班・東海班・中国班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、北海道班のように意味の表現とアルファベットに
分かれる。意味を表すより「Ｐ」「Ｃ」「Ｒ」の方がイメージしやす
いのでは？

⇒日本式アルファベットで＜Ｐ＞＋左手＜Ｃ＞（2指）
＋＜Ｒ＞＋＜調べる・検査＞
※東海班、近畿班、中国班、九州班の案を参考



北海道 〇 ＜空気＞＋両手を交互に左右する  　参考(新Ⅳ107頁)

東北 ● 「空気」＋「変える」

関東 ◎ 高い位置で両手を数回交差（空気が入替る様子）

北信越 ● 空気＋流れる様子

東海 〇 空気＋両手を交差させる

近畿 ◎ ドアを開ける＋空気が通る様子

中国 ● 空気＋換気

四国 ● /空気/　＋　両手で入れ替える様子

九州 ● 空気＋休憩

北海道 ◎ 両手人差指で左手を引き離す

東北 ○ 「自己」＋「部屋」

関東 ◎
5指開いた左手を遠くに置き、そこから右人差指を胸の前へ移
動する人々の集団から一人離れる様子）

北信越 ● 自ら＋離れる

東海 ● 自己＋離れる

近畿 ● 自分＋隔離

中国 ● 自分＋離れる

四国 ●ア /個人/　＋　/参加/の表現の人差し指を離す

九州 〇 両手、人差し指を離す

北海道 〇 ＜家＞＋「家の中に親指で表す」

東北 ● 「家」＋「居る」

関東 ● 「家」＋「居る」

北信越 ● 家＋居る

東海 ● 家＋居る

近畿 ● 家＋居る

中国 ● 家＋住む

四国 ● 片手で屋根の形（家）片手で　/居る/　を同時に

九州 〇 家＋居る

北海道 ○ ＜社会＞＋「摘んだ両手２指を離す(2回繰り返す）」

東北 ◎ 両手人差し指を前に出し、左右に広げる

関東 ◎ 両手人差指を前後に離して置く+同じ位置で「間」

北信越 ● 距離を置いて立つ＋立つ

東海 〇 左手を人差し指に、右手の人差し指を後ろに距離を置く

近畿 ◎ 両手の人差し指を離す

中国 ● 人　離れて　人

四国 ◎ /会う/　の表現の人差し指を離す

九州 〇 右手人差し指＋左手人差し指離す

北海道 ア ＜３＞＋＜両手人差指で「×」＞

東北 ◎ 「三」＋「満ちる」

関東 ◎ 「３」＋指を開いた両手を胸前で前後に重ね指を閉じる

北信越 ◎ 三本指を鼻の位置で握る(３＋満)

東海 ◎ 左手で３を右手で握る

近畿 ア 数字の三をまとめる

中国 ● ３＋密

四国 ◎ 左手/三/　＋　右手でそれを挟み込む

九州 ● 指文字（ミ）（そのまま）＋満ちる

北海道 ア ＜３＞＋＜両手人差指で「×」＞＋＜取消す＞

東北 ◎ 「三」＋「満ちる」＋「捨てる」

関東 ◎ 「3密」＋「拒否」（両掌を前に向け同時に前に出す）

北信越 ◎ (上記の)三密＋遠慮

東海 ● 両手を縦に、前に置く

近畿 ◎ 逃げる

中国 ● 3密＋控える

四国 ◎ 三密　の表現を開く

九州 ● 指文字（ミ）（そのまま）＋満ちる＋断る

北海道 ● ＜自分＞＋＜遠慮＞＋＜求める＞

東北 ● 「遠慮」＋「お願い」

関東 ●
「遠慮」＋求めるしぐさ（左掌に右掌を重ねる）＋「申
し込む」

北信越 ◎ 我慢＋頂戴(求める)

東海 ● 遠慮＋頼む

近畿 ● 避ける＋お願い

中国 ● 家＋引き篭もる＋届け

四国 ● /遠慮/　＋　/お願い/

九州 ア 遠慮＋お願い

北海道 ● ＜移動＞＋＜制限＞

東北 ○ 立てた親指が左右に動く＋「制限」

関東 ◎
指先前で立てた左手の上を右手「男」で越える＋「行き
止り」（2回右手指先を付ける）

北信越 ● 動く(移動)＋間(ここまで)

東海 ● 移動＋制限(横に)

近畿 ア 移動＋範囲

中国 ● 外出＋制限

四国
●　
ア

/移動/　＋　前方に向かって/制限/を左右で表現左手掌の下
側に右手指先を2回つける

九州 ア 行きかう＋断る＋断られる

27 ステイホーム

stay home・・・〈自宅に〉・うちにいる、家に
いる。
　(Weblio辞書より)

「コロナ関連」…　東京都の小池百合子知
事は二十四日（4/24)の会見で、「25日～
5/6までの１２日間を『いのちを守るＳＴＡＹ
（ステイ）　ＨＯＭＥ（ホーム）週間』として、
休業や外出抑制を一層進める取り組みを
展開していく」と説明。事業者に十二日間
の連続休暇やテレワークの推進、都民に
は外出自粛を強く求めた。
　期間中は都立公園などの利用自粛を呼
びかけ、駐車場や遊具広場、キャンプ場
を閉鎖。スーパーなどでの買い物を三日
に一回ほどに控えてもらうほか、商店街に
は加盟店一体で混雑回避などの取り組み
を求める。（東京新聞HPより抜粋）

SNSなどでいくつか
の表現が見られま
した。わかりやすい
ものを紹介してくだ
さい。

28
ソーシャルディス
タンス⇒フィジカ
ルディスタンス

「social distance」・・・社会的距離
個人と個人との間、集団と集団との間
における親密性・親近性の程度。ソー
シャルディスタンス
人から人へうつる感染症の拡大を防ぐ
ために、人同士の距離を大きくとり、密
集度を下げること。　　　　（goo国語辞
書より）

※今回の「コロナ」関連では、第三者と
１．８メートル～２メートル以上の距離
が必要だと言われている。

言葉は「社会的」と
なっていますが、コ
ロナ関連では「身体
的」な距離を表すこ
とに留意してくださ
い。

25 換気
カンキ 空気を入れかえること。

　（広辞苑より）

26 自己
ジコ

隔離
カクリ

※英語：self-isolation セルフ・アイソレー
ション
①へだたること。へだて離すこと。
③感染症の拡大を防ぐため、患者を一定
の場所にへだて離すこと。　　　　　　（広辞
苑より）

感染症が流行している地域に行った人
や、新型コロナウイルスの感染が確認さ
れた人との濃厚接触者が、自宅などで14
日間待機すること（その地域からの出発
日または濃厚接触日から起算）。新型コロ
ナウイルスの症状を発症するまでの潜伏
期間が、最大14日程度と考えられるため
である。
（Voista Media：新型コロナウイルス用語
集より）

31 自粛
ジシュク

要請
ヨウセイ

外出自粛要請とも。政府が発令した緊
急事態宣言にもとづく都道府県の緊急
事態措置として、不要不急の外出、帰
省、旅行の自粛を個人（都道府県民）
に要請すること。
（Voista Media：新型コロナウイルス用
語集より）

32 移動
イドウ

制限
セイゲン

「制限」･･･物事にある限界を設けるこ
と。また、その限界。　　　　　　　　　　
(goo国語辞書)

新型コロナウイルスの感染拡大を受
け、県をまたいでの移動を制限するこ
と。「緊急事態宣言」発令期間、知事の
記者会見などで「当面の間、他県から
○○県へは来ないでください」と訴えた
り、他県からの帰省を見合わせたりし
た。

29
3密
ミツ

(密閉
ミッペイ

、密着
ミッチャク

、密
ミッセ

接
ツ

)

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐた
めに、個人が避けるべき「密閉」「密集」
「密接」の3つのこと。首相官邸と厚生労働
省が作成した資料では、
①換気の悪い「密閉」空間
②多数が集まる「密集」場所
③間近で会話や発声をする「密接」場面　
の3つ
と説明される。

これらが揃う環境で、感染者が他者と居
合わせた場合、クラスター感染が発生す
るリスクが高いとされる。
（Voista Media：新型コロナウイルス用語
集より）

「密閉」「密集」「密
接」に共通する「密」
の明快な表現を工
夫してください。

30 （３密
ミツ

の）回避
カイヒ

「回避」…①物事を避けてぶつからないよ
うにすること。また、不都合な事態になら
ないようにすること。　（例：「責任を回避す
る」など）
②訴訟事件で、裁判官または裁判所書記
官が、自己に除斥または忌避される原因
のあることに気づいて、その事件の取り扱
いを避けること

「コロナ関連」…首相官邸が発表する「３
つの密を避けるための手引き！」によれ
ば、新型コロナウイルスの感染を防ぐた
めに３密を回避するだけでなく、感染リス
クを下げるためにゼロ密を目指すように
推奨しています。
そのため、３密に当てはまる場所に行か
ないことを前提にして、不要不急の外出
は控え、前述した条件のいずれかを満た
す場所はなるべく回避しましょう。

●
組み合わせ

９班の案を見ると、「自粛」⇒家に引きこもる表現や＜遠慮＞を使う
班が見られるが、標準手話がある。
（掌を下に向けた両手を前方から自分の体に引き寄せる）
「要請」は＜依頼（お願い）＞でいいだろう。

⇒＜自粛＞＋＜依頼（お願い）＞

●
組み合わせ

９班の案を見ると、「移動」「制限」ともさまざまな表現に分かれ
る。今ある手話を使えないか。
「移動」という手話は２種類あるが、今回は人の意味で。

⇒＜移動Ａ＞＋＜制限＞
※四国班の案を採用

＜ﾌｨｼﾞｶﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ
＞
◎

創作手話

＜ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ
＞
保留

これまで「ソーシャルディスタンス（社会的距離）」を保るようにと
いわれていたが、「フィジカル（身体）ディスタンス」を十分に確保
しながら、「人と人とのつながりは保つ」と願う世界保健機関（ＷＨ
Ｏ) が言い換えを推奨していることを反映させたい。

＜フィジカルディスタンス＞
⇒掌を前に向けた両手人差指を弧を描いて左右に引き離す
※東北班、近畿班、九州班の案を採用

「ソーシャルディスタンス」
⇒今回は保留に。

◎
創作手話

９班の案を見ると、「密」の表現が色々ある。「満ちる」を使ってい
る班が見られるが、「密閉」「密集」「密接」の３つもことなので、
東海班か近畿班の案が合う？
３を右手で包むと＜合わせる＞の手話と似ているため、「満ちる」の
手話に賛成の意見もあったが、多数決で却下に。

⇒掌を手前に向けた左手＜３＞を右手で前方から包む
※東海班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、「遠慮」「断る」「防ぐ」などが見られるが、今
ある手話を使いたい。

⇒＜３密＞＋＜回避・避ける＞
※近畿班の案を参考

●
組み合わせ

「休憩」の語源は、昔の映画館ではにテープの入れ替えの際に休憩を
挟んでおり、その時、出入り口をあけて人が出入りする様を意味す
る。
９班の案を見ると、ほとんどが似た表現だが、微妙に表現が異なる。
「空気」の表現をどうするか検討。

＜空気Ｂ＞
⇒右手掌を前に向け、指を開いて垂直の円を描く
（＜空気が読めない（2019－20）の1動作目）

⇒＜空気Ｂ＞＋開いた両手の指先上向きで左右から引き寄せて交差
させる動作を繰り返す（＜休憩＞の１動作目を指先上向きで）
※北信越班・東海班の案を参考

●
組み合わせ

９班の案を見ると、似たような表現が見られるが、自らが行動する方
向がほしい。

⇒＜自分自身＞＋＜離れるＣ＞（指先を上に向けて開いた左手から
人差指を立て掌を左手に向けた右手を離す）
※北信越班、東海班、中国班の案を参考

●
組み合わせ

９班の案を見ると、ほとんどが＜家＞＋＜居る・滞在＞。

⇒＜家＞＋＜居る・滞在＞
※東北班、関東班、北信越班、東海班、近畿班、中国班・九州班の
案と採用



北海道 ● ＜コロナ＞＋＜混乱＞

東北 ● 「コロナ」＋「迷惑」

関東 ● 「コロナ」＋「混乱」

北信越 ● コロナ＋混乱(ゴタゴタ)

東海 ● コロナ＋困難

近畿 〇 コロナ＋渦

中国 ● コロナ ＋揉める

四国 ● /コロナ/　＋　/影響（じわじわ広がる様子）/

九州 ● コロナ＋トラブル

北海道 ● ＜第２＞＋＜広がる＞

東北 ◎ 左手「二」右手でグラフをイメージし左上に昇る

関東 ◎ 左手「第２」表し、その上を左手の大きな波が越える

北信越 ● 第二＋派(流れ広まる)

東海 ● 第二＋波　第三＋波

近畿 ◎ 第二＋急に増える様子

中国 ● 第二＋波

四国 ● /第２/　＋　/波/

九州 ● 第二＋流行る

北海道 ● ＜ホッとする＞＋＜終わる＞

東北 ◎ 広げた両手を中央にに寄せながら「終わる」

関東 ◎ ゆっくり「終わる」を表し、最後握りこむ

北信越 ● 終わり

東海 ◎ 開いた両手を真ん中あたりにしぼむ

近畿 ア ひろがったものが段々終わる様子

中国 △ 消える

四国 ● /～まで/　＋　/消える/

九州 〇 流行る＋戻る（流行）

北海道 ● ＜コロナ＞＋＜あと＞

東北 ○
左手指先を前に向けて立て、右側「終わる」左側「～か
ら」

関東 ● 「コロナ」＋「終息」＋「今後・後」

北信越 ● コロナ＋終わり＋後

東海 ● コロナ＋終息＋後

近畿 ●
アフターコロナ：コロナ＋終わる＋あと　　　ウィズコ
ロナ：コロナ＋ある＋ある

中国 ×

四国 ア /コロナ/　＋　/その後/

九州 〇 流行る＋戻る（流行）＋後

北海道 ● ＜新しい＞＋＜生活＞＋＜様式（辞典Ⅰ）＞

東北 ● 「新しい」＋「形」＋「生活」

関東 ● 「新しい」＋「生活」＋「方法」

北信越 ● 新＋生活＋様子

東海 ● 新しい＋生活＋方法

近畿 ● 新しい＋生活＋習慣

中国 ● 新しい＋生活＋方法

四国 ● /新しい/　＋　/生活/　＋　/方法/

九州 ● 新しい＋生活＋形

北海道 ア
開いた左手を曲がった右手指先を2回はらう（文を書く
イメージ）

東北 ◎ 前方に２～３回区切りをつけ＋「計画」

関東 ◎ 「計画」＋「順番」の右人差指を一気に下までおろす

北信越 ● 今後＋見通し

東海 ● 目標＋計画を繰り返す

近畿 ◎ 人差し指を立てて、線をだんだん引く

中国 ● 計画＋次々進む

四国 ● /流れ/　＋　/計画/

九州 ア 見通し＋方向B

北海道 ◎
＜情報＞＋＜右手２指を口元から前へ回転する＞＋＜知
らせる（報告）＞

東北 ● 「情報」＋「派生」（パンデミック同様）

関東 ◎ 「情報」＋「放送」の形で右手を数回前に開いて出す

北信越 ● 悪い＋広まる

東海 ア 情報＋パンデミック

近畿 ア 情報が流れる様子

中国 ● 嘘＋流れる

四国 ア
両手指先を上下左右で合わせる（でたらめ）　＋　広が
る様子

九州 ア 情報＋トラブル＋流行る

北海道 〇 「右手の指先を前へ出し、左へ曲がる」＋＜手話通訳＞
＋＜サービス＞

東北 ◎ 右手で前方、次に左に動く＋通訳

関東 ● 小指側下で右手立て前に出し直角に左へ折れる（遠隔）＋「手
話」＋「通訳」＋「サービス」

北信越 ● 遠隔(くの字に曲がる)＋通訳＋サービス

東海 ● 遠隔＋通訳＋サービス

近畿 ● 遠隔＋手話通訳＋サービス

中国 ● 遠隔＋手話＋通訳＋サービス

四国 ● 掌を斜め前に動かし、左に曲げる（遠隔）　＋　/手話/
＋/通訳/サービス/

九州 ● 曲がる＋通訳＋サービス

●
組み合わせ

「インフォデミック」とは、噂やデマなどを含む大量の情報が氾濫
し、現実社会に影響（主に悪影響）を及ぼすこと。
９班の案を見ると、近い表現はあるが少し足りない。この場合は、表
情や強弱で補うより、意味を表す表現がよいのではないか。
混乱が広がる様子を１つで表せる、＜パンデミック＞と類似の手話の
案も出されたが、多数決で却下となった。
＜広がる＞には＜流行＞の意味もある。

⇒＜情報＞＋＜混乱＞＋＜普及・広がる＞
※九州班の案を採用

＜遠隔＞
アレンジ

＜遠隔手話通訳
サービスＡ・Ｂ＞

●
組み合わせ

まずは「遠隔」の表現をどうするか検討。
連盟はこれまで様々な場で「遠隔」の手話を使ってきており情提等で
も馴染みがあることから手話通訳を介する場合「遠隔」とするが、遠
隔授業等の場合、先生と生徒の関係なのでイメージが異なるため別
途、＜遠隔＞の表現を作成。

＜遠隔＞
⇒＜場所＞と＜遠い＞の合成（＜僻地(2012－35)＞の動作目）

＜遠隔手話通訳サービスＡ＞
⇒掌を左に向けた右手を前に進めそのまま左に進める＋＜手話通訳
＞＋＜サービス＞（左手は4指）
（１動作目は、相手との位置関係によって動かし方が変わる場合も
ある）
※北海道班、関東班、北信越班、近畿班、中国班の案を採用

＜遠隔手話通訳サービスＢ＞
⇒＜遠隔＞＋＜手話通訳＞＋＜サービス＞（左手は4指）

●
組み合わせ

９班の案を見ると、「コロナが終わった（終息した）あと」という意
味では似たような表現。
＜あとＡ＞は右手を少し前に出す表現だが、終息後どれくらいの時期
なのか？によって出し方を変えればよい。

⇒＜コロナ＞＋＜終るＢ・終了・終息＞＋＜あとＡ＞（顔の横から
右手を少し前に出す）
※北信越班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、＜新しい＞＋＜生活＞＋＜方法＞
＜新しい＞＋＜生活＞＋＜形＞
＜新しい＞＋＜生活＞＜様子＞などに分かれる。
「方法」にするかで意見が分かれたが、既に「様式」が確定されてい
たためそのまま使用。

⇒＜新しい＞＋＜生活＞＋＜形Ｂ・様式・パターン＞
※北海道班・東北班、九州班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、＜計画＞の表現が見られるが、少し弱い。短期・
長期の時系列で作られるイメージの表現がないか検討。
＜戦略＞という手話は既に確定されている。＜目標＞＋＜戦略＞とす
るか、＜戦略＞＋＜目標＞とするかで意見が分かれたが、ロードマッ
プの意味は、目標に向けた過程を指すことから、＜目標＞＋＜戦略＞
に。
＜目標＞は左手を的にみたてた表現も出ていたが、＜めざす＞の意味
を含む左手人差し指を立てる表現を採用。

⇒＜目標＞＋＜戦略＞
※東海班の案を参考

35 終息
シュウソク

物事が終わって、やむこと。　　（goo国
語辞書）
　（例：「蔓延 (まんえん) していた悪疫が
終息する」など）
※参考【収束】…日常生活においては
混乱していた物事がいったん収まるこ
と。落ち着くこと。
　(Weblio辞書より)

「コロナ関連」…「収束」は、新薬の開発
などで、コロナによる混乱状態ががひ
とまず落ち着く状態をさし、「終息」は、
新薬に加えワクチンなどが開発され
て、新型コロナウイルスの新規発症が
なくなったという場合に使います。　（で
きる社会人の言葉づかいより）

36 アフターコロナ

「after」・・・あとに、後に　　(Weblio辞書
より)
after Corona。ウィズコロナ以降、新型
コロナウイルスの感染拡大が終息して
しばらくの世界。予断を許さず、衛生的
な習慣の徹底や一定の行動制限が続
くと考えられる。
2020年4月14日に新規感染者数がゼロ
となった台湾、感染拡大が収まったとさ
れる中国や韓国がアフターコロナに移
行しつつある。また、日本でも5月25日
に全国（47都道府県）の緊急事態宣言
が解除され、アフターコロナの段階に
入っている。
（Voista Media：新型コロナウイルス用
語集より）

「ウィズコロナ」の表
現もあわせて検討
してください。

33 コロナ禍
カ

新型コロナウイルスの感染拡大によっ
て生じるさまざまな禍（わざわい）のこ
と。
（Voista Media：新型コロナウイルス用
語集より）

【参考】戦争による被害や混乱のことを
「戦禍」という。
「渦」･･･うず。めまぐるしい動きのあると
ころの意に用いる（広辞苑）

34 第
ダイ

二
ニ

波
ハ

「一波（いっぱ）」…
① 一つの波。転じて、一つの波紋。
② 波のように次々と押し寄せる物事の
一回目。
（例：「一波のストライキ」など）

「コロナ関連」…経済活動が再開した際
に、中国や韓国と同様に集団感染をお
こし、また新たな波が起こることが懸念
をされています。

「第三波」の言葉が
出てくる可能性もあ
ることを考慮してく
ださい。

39 インフォデミック

英語：infodemic。情報を意味する「イン
フォメーション（information）」と、流行を意
味する「エピデミック（epidemic）」を組み合
わせた造語。噂やデマなどを含む大量の
情報が氾濫し、現実社会に影響（主に悪
影響）を及ぼすこと。
特に、インターネットが普及した現代で
は、情報のコピーや再生産のしやすさ、不
特定多数への拡散のしやすさなどから、
インフォデミックが起こりやすいといえる。
今回の新型コロナウイルスについて、世
界保健機関（WHO）が2020年2月2日の発
表で、実際に「インフォデミック」という言葉
を使い、信頼性の高い情報が見つけにくく
なっていること、人びとの生活や生命に甚
大な影響を及ぼしかねないことなどを警
告した。
　（Voista Media：新型コロナウイルス用語
集より）

40 遠隔
エンカク

手話
シュワ

通訳
ツウヤク

サービス

スマートフォンやタブレット端末を用い
て、テレビ電話（Ｓｋｙｐｅ）を使用し、（社
福）聴覚障害者協会に常駐する手話通
訳者が遠隔地で手話通訳を行うサービ
スです。
通常の手話通訳と異なり、手話通訳者
と聴覚障がい者が対面する必要がな
いため、場所と時間を選ばずに、迅速
な手話通訳サービスの提供ができま
す。また、感染症や災害等により、手話
通訳者の派遣が困難な状況において
も、手話通訳サービスを提供すること
ができます。　　　　　　　（大分県HPよ
り）
※スマートフォンなどを持っていない人
もサービス利用ができるように、貸出用
のタブレット端末などを用意する自治体
もある。

すでに地域で使わ
れている表現もあ
わせて検討してくだ
さい。

37 新
アタラ

しい生活
セイカツ

様式
ヨウシキ

長期間にわたって感染拡大を防ぐため
に、飛沫感染や接触感染、さらには近
距離での会話への対策を、これまで以
上に日常生活に定着させ、持続させな
ければなりません。それを「新しい生活
様式」と呼びます。　　　　　（厚労省HP）

38 ロードマップ

企業が今後予定している製品の見とお
しを時系列でまとめたもの。あくまでも
予定であり、随時変更されるが、技術
者や関係者にとっては業界の動向を探
る貴重な資料となる。　
　　　（コトバンクより）

※「コロナ関連」…東京都では「休業要
請緩和ロードマップ」「新型コロナウイ
ルス感染症を乗り越えるためのロード
マップ」などを発表している。

「時系列」がポイント
です、数日間、数ヶ
月間、数年間で作
られることが多いで
しょう。

●
組み合わせ

９班の案を見ると、折れ線グラフの推移の表現や＜波＞などが見られ
るが、再び感染が広がることなので、＜普及・広がる＞の方が合うの
ではないか？

⇒＜第二＞と＜普及・広がる＞
※東海班、四国班、九州班の案を採用

△
ラベル追加

９班の案を見ると、東北班、東海班のように、中央にゆっくり寄せな
がら＜終る＞の表現が見られるが、今ある手話を使えないか検討。

⇒＜終るＢ・終了＞と同じ
※北信越班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、＜迷惑＞や＜困難＞（＜支障・妨げる＞）を使う
班があるが、それ以外はほとんど同じ表現。

⇒＜コロナ＞＋＜混乱＞
※北海道班、関東班、北信越班、近畿班、中国班、四国班、九州班
の案を採用



北海道 既済 新しい手話2019掲載通り

東北 ● 「電話」＋「つなぐ」

関東 ● 「電話」＋「仲介・繋ぐ」＋「サービス」

北信越 ● 電話＋つなぐ＋サービス

東海 ● 電話＋リレー＋サービス

近畿 ● 電話＋つなぐ＋サービス

中国 ● 電話＋リレー＋サービス

四国 ● /電話/　＋　/つなぐ/　＋　/サービス/

九州 ア 電話＋合う（両手）＋サービス

北海道 〇 ＜動画＞（テレビ、パソコンなど）＋＜仕事(右）＞

東北 ● 「スカイプ」＋「仕事」

関東 〇 前方に両手で「場所」を置き、右手を引寄せて自分の前
に「場所」を置く＋「仕事」

北信越 ● 家＋仕事

東海 ア 左手を斜めに(家)、右手はキーボードをたたくしぐさ

近畿 ア 離れる＋仕事

中国 ● 離れて＋働く

四国 ● /離れる/　＋　片手で/仕事/

九州 ア 曲がる（遠隔同様）＋仕事

北海道 ア 両手２指を引き離す

東北 ● 「スカイプ」＋「会議」

関東 ● 両手「シ」（ビデオカメラ）を前後に向い合せる

北信越 ◎ 離れて＋会議

東海 ● 離れる＋会議、仕事

近畿 ◎ 場所から離れる様子

中国 ● ビデオ対ビデオ

四国 ア 指文字/リ/　＋　/ビデオ撮影/

九州 ◎ 枠（人差し指）両手＋ビデオ（両手）

北海道 ア 右手拳を「Ｓ」を描く

東北 ◎ かたどった「Ｏ」でＺを描く

関東 ◎ 軽く指先を曲げた右手で「Ｚ」を空書

北信越 ◎ 指文字「お」をＺの形に動かす

東海 ◎ 右手をОにしたまま、Ｚを描く

近畿 〇
Zoom:指文字「Ｏ」をＺの形を描く　　　Skype:ビデオ
カメラでお互いを撮る様子

中国 ○ Ｚの形

四国 ◎ 指文字/オ/　で空書Ｚ

九州 〇 指文字（エ）＋Ｚ形を描く

北海道 ● 国際手話・指文字「Ｃ」「Ｐ」「Ｕ」

東北 ◎ 左手「Ｃ」＋両手「Ｐ」＋右手「Ｕ」

関東 ● 「Ｃ」+「Ｐ」＋空書「Ｕ」＋両手２指で小さい四角

北信越 ◎ Ｃ＋埋め込む

東海 ● 指でＣ＋Ｐ＋Ｕ

近畿 ア 指文字ＣＰＵ をアレンジ

中国 ● ＣＰＵ指文字

四国 ● 左手/Ⅽ/　＋右手空書　Ｐ　Ｕ

九州 ● 左手Ｃ＋両手Ｐ＋右手Ｕ

北海道 ● ＜特別＞＋＜キャンペーン（新しい手話ⅢP158）＞

東北 ○ 「ＧＯ！ＧＯ！」＋「キャンペーン」

関東 ◎
右手人差指を振り下ろし前方を指す＋口元から両手を数
回前へ開く（キャンペーン）

北信越 ◎ にぎりこぶしを突き上げる＋キャンペーン

東海 ● 指で Ｇ＋Ｔ＋キャンペーン

近畿 ア ＧＯ　ＴＯ　のＡＳＬ＋キャンペーン

中国 ● ＧＯ＋キ指文字＋ＰＲ

四国 ●
/行く/　＋　拳をななめ上にあげる　＋　/キャンペー
ン/

九州 ア 旅行＋値引き＋キャンペーン

北海道 既済 辞典ⅡP352掲載通り

東北 ◎ 左手「Ｏ」右手「インターネット」でぐるりと回す

関東 ● 「インターネット」＋「仲介・繋ぐ」

北信越 ◎ 手の甲に指文字「お」乗せる＋ネットワーク

東海 ◎ 両手の小指をくっつける(逆はオフライン)

近畿 △ インターネット

中国 ● 全日本ろうあ連盟理事たちの使っている手話・?

四国 ア /インターネット/　の表現の/イ/を左拳に接触させる

九州 ◎ 左手指文字（O）＋右手指文字（や）離れる

北海道 〇 ＜時間＞＋＜タイム＞

東北 ● 「書く」＋封をするしぐさ

関東 保留

北信越 ◎ 封筒に入れる＋指文字「て」

東海 × 将棋に詳しくないためパス

近畿 〇 将棋を指す＋封筒にしまう

中国 ○ 封じる形で表現

四国 ア
駒を打つ様子　＋　その手を左手で覆い、　斜め前に提
出するような様子

九州 ◎ 書く＋秘密＋封をするしぐさ

＜Go　To＞
創作手話

●
組み合わせ

まずは「Ｇｏ　Ｔｏ」の表現をどうするか検討。
東北班の、ライブを盛り上げるときなどにも使う「ＧＯ！ＧＯ！」の
表現が良い。また、関東班や四国班の「行こう！」の表現も良い。そ
れらをあわせたらどうか？

＜Ｇｏ　Ｔｏ＞
⇒小指側を前に向けた右手拳を顔の横から
　斜め上に出しながら人差指を立てる
※東北班・関東班・四国班の案を参考

＜Ｇｏ　Ｔｏキャンペーン＞
⇒＜Ｇｏ　Ｔｏ＞＋＜キャンペーン＞

●
組み合わせ

＜オンライン＞は『新しい手話2013』20Ｐ掲載の表現があるが、テレ
ワークやＺｏｏｍの利用が定着しつつあるので、それらに合わせた別表現
が必要と思われ、９班で再検討した。

⇒＜インターネット＞＋＜繋ぐ＞
※関東班の案を参考

●
組み合わせ

９班の案を見ると、封筒に入れる動作が多いが、その日の最後の手、
という意味の表現がほしい。
四国班の案が、その日の最後の手を保管しておくイメージ表現が近い
のではないか？

⇒左手＜将棋＞＋残した左手に右手を丁寧にかぶせる
※四国班の案を参考

◎
創作手話

＜スカイプ＞
創作手話

９班の案を見ると、「Ｚ」の書く動作は共通するも、右手の形が
「Ｓ」「オ」「エ」などに分かれる。
多数決の結果、画面に複数の顔が映っている様子から、右手は「エ」
形にすることに。

⇒右手「エ」形(親指と４指を曲げた)で「Ｚ」を書く
※関東班・中国班・九州班の案を採用

あわせて「スカイプ」も検討。
⇒指先を下に向けた両手指文字「ス」を前後斜めに置き、指先を上
げて交差させる
※近畿班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、ほとんどが「Ｃ」＋「Ｐ」＋「Ｕ」としている
が、微妙に表し方が異なる。表現しやすい方法を検討。

⇒国際手話の指文字「Ｃ」(5指)＋日本式アルファベット「Ｐ」＋
日本式アルファベット「Ｕ」（人差指で空書）

※中国班の案を採用

●
組み合わせ

９班の案を見ると、ほとんどが同じ表現。今ある手話の組み合わせ
で。
＜電話リレー＞はすでに確定されていたのでスムーズだったが、＜
サービス＞は左手4本指の他、1本指の表現があるとの意見もあった。

⇒＜電話リレー＞（＜電話＞＋＜仲介・媒介）＞＋＜サービス）＞
（左手4指の人差指の上を滑らせて右手人差指を苗へ出す）
※北海道班・関東班、北信越班、近畿班、四国班の案を採用

●
組み合わせ

「テレワーク」とは、「会社から離れた場所で(tele)働く(work)」と
いう意味。
９班の案を見ると、＜家＞＋＜仕事＞などがあるが、働く場所は家と
は限らない。

⇒＜遠隔＞＋＜職業(労働・仕事)＞

※関東班、近畿班・中国班・四国班の案を参考

△
ラベル追加

「リモート」とは、離れた、遠隔等の意味。
９班の案を見ると、スカイプやビデオカメラを向けるゆな動作が見ら
れるが、＜遠隔＞の手話を確定したので、、
＜遠隔＞＋＜会議＞、
＜遠隔＞＋＜職業(労働・仕事)＞で表現できる。

⇒＜遠隔＞と同じ

※東海班・近畿班の案を参考

43 リモート（会議・
ワーク）

英語（ remote ）：離れた、遠隔の、隔た
りのある、かけ離れた、間接的な、など
の意味を持つ英単語。ITの分野では、
離れた場所にある二者（人や機器な
ど）が通信回線やネットワークなどを通
じて結ばれていることを表す。この意味
での対義語は「ローカル」（local）。　（ĪT
用語辞典より）

※「コロナ関連」…テレビなどで、スタジ
オに出向かず自宅から「リモート出演」
で放送される番組が増えている。
「全国手話研修センター」の理事会・評
議員会・諸会議などでも実施していま
す。

コロナ禍関連では
「遠隔」や「テレワー
ク」の「テレ」ともと
ほぼ同義で使われ
ます。

44 Ｚｏｏｍ

パソコンやスマートフォンを使って、セミ
ナーやミーティングをオンラインで開催
するために開発されたアプリ。
Skypeはアカウントを取得して、お互い
のSkype IDを交換する必要があります
が、Ｚoomの場合は、主催者から招待
URLまたは、ミーティングIDを受け取り、
指定の時間に、その招待URLをクリック
するか、ミーティングIDを入力するだけ
で参加することができます。

「Skype」の表現もあ
れば教えてくださ
い。

41 電話
デンワ

リレーサービ

ス

電話リレーサービスとは、聴覚障害者
と聴者を電話リレーサービスセンター
にいる通訳オペレーターが「手話」や
「文字」と「音声」を通訳することにより、
電話で即時双方向につなぐサービスで
す。　（日本財団HPより）

※手話を使って公衆電話のように電話
が利用できる「手話対応型公衆電話
ボックス『手話フォン』」を全国の主要空
港をはじめ、6カ所に設置。

すでに地域で使わ
れている表現もあ
わせて検討してくだ
さい。

42 テレワーク

「tele」･･･1遠い，遠距離、2テレビ、3コ
ンピュータネットワーク。　　　　　(goo辞
書）

「会社から離れた場所で（tele）働く
（work）」という意味の造語である。1970
年代、アメリカのロサンゼルスで交通渋
滞や大気汚染が社会問題となったこと
をきっかけに、新しい勤労形態が模索
されるなかで生まれたといわれる。　　　
（コトバンクより）

※「コロナ関連」…政府の「働き方改
革」の１つ。外出自粛や、オフィスでの
クラスター発生を避けるため等で推奨
されているが、勤怠管理の方法につい
ては慎重に検討しなければならない課
題もあるようだ。

自宅での仕事のイ
メージが強いです
が、職場から離れ
たところで仕事をす
ることが本来の意
味であることに留意
ください。

47 オンラインＢ

コンピューターがネットワークやほかの
コンピューターと接続している状態。イ
ンターネットなどのネットワーク経由で
提供されるサービスは、「オンライン」を
頭につけて表すことが多い。たとえば、
「オンラインショッピング「「オンライン
ゲーム」など。　　　（コトバンクより）
※緊急事態宣言期間中は、「オンライ
ン飲み会」などが話題になった。

確定されています
が、現在の生活の
中で再検討してくだ
さい。

48 封
フウジ

じ手

① 碁・将棋の対局がその日だけで済
まない時、書いて密封しておく、
　その日の最後の手。翌日それを開い
て、以後の勝負を進める。
② 相撲(すもう)などで、使うことが禁じ
られた技。禁じ手。

将棋を趣味にして
いる方に聞いてみ
てください。

45 ＣＰＵ（中央
チュウオウ

演算
エンザン

処理
ショリ

装置
ソウチ

）

コンピュータの主要な構成要素の一つ
で、他の装置・回路の制御やデータの
演算などを行う装置。演算装置と制御
装置を統合したもので、現代では一枚
のICチップに集積されたマイクロプロ
セッサ（MPU：Micro-Processing Unit）
を用いる。
　（ĪT用語辞典より）

(central processing unit)中央処理装
置。コンピューターの中枢部分。制限
装置と演算装置から構成される。大型
機などでは、主記憶装置を含めていう
こともある。　　　　（広辞苑）

46 Go To　キャン
ペーン

新型コロナウイルス感染症の流行収束後の一
定期間に限定して、官民一体型の消費喚起キャ
ンペーン「Go To キャンペーン」を実施。新型コロ
ナウイルスの影響を受けた地域における需要喚
起と地域の再活性化を目指す。キャンペーンは
４種類ある。

①Go To Travel キャンペーン
　旅行業者等経由で、期間中の旅行商品を購入
した消費者に対し、代金の１／２相当分のクーポ
ン等
②Go To Eat キャンペーン
　オンライン飲食予約サイト経由で、期間中に飲
食店を予約・来店した消費者に対し、飲食店で
使えるポイント等を付与。登録飲食店で使えるプ
レミアム付食事券の発行。
③Go To Event キャンペーン
　チケット会社経由で、期間中のイベント・エン
ターテイメントのチケットを購入した消費者に対
し、割引・クーポン等を付与。
④Go To 商店街 キャンペーン
　商店街等によるキャンペーン期間中のイベント
開催、プロモーション、観光商品開発等の実施。　
（観光庁HP)

　英語なので、外国
の手話表現を使っ
ても良いかもしれま
せん。


